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ポイント：だれに見せる？
• 「見える化」は、「見える」だけでは意味が無く、「見せる」視点が重要。

• 興味を持ってサイトにやってきた人が、すぐに目的にたどりつけることが大事。

• 単に「見える」だけではなく、興味を持つ人の意識を高め、真の目的に到達する
ことを容易にする「見せ方」が大事。

• 興味を持ってやってくる人はだれなのか。＝だれを想定して「見せる化」を行うの
か＝ターゲットは誰かを絞ることが大事。

• ターゲット想定１：研究者

• ターゲット想定２：国民(国全体の様子を知りたい人）

• ターゲット想定３：住民（自分の地域の実態（経済社会状況・自治体運営）を知り
たい人）

• =>個別の戦略が必要。



ターゲット別の視点の違い
ターゲット１：研究者 ターゲット２：国民 ターゲット３：住民

専門用語 ○ × ×

単純相関 ×(可能性のある変

数を全て考慮した
重相関で無いと、相
関結果には意味が
無い、因果も大事）

○（ただし、団子状
態のデータの上に
線を引くのは、誘導

に過ぎない）

○（ただし、団子状
態のデータの上に
線を引くのは、誘導

に過ぎない）

比較対象 可能性のある差異
を全て分析（コント
ロール）した上での

比較

国際比較、国全体
から見た地域間格

差

地域比較（特に類
似団体間、隣接団

体間の比較）

見せるべきもの クロス集計が出来
る自治体別パネル
データ、一括ダウン

ロード可能）

日本の位置づけ(国
際比較）および国全
体の地域間格差と
その要因（単純相
関かつ相関が高く

確実なもの）

類似団体、隣接団
体と比較した自地
域の状況(順位）と

その推移

＝＞財政状況資料
集を参照。



類似団体平
均の推移

自分の地域
の推移

例：財政状況資料集

自地域の
順位


